
　平成２６年４月から新たに保育所への入所を希望

される方は、右記の日程により受付を行います。 

　保育所に入所できる児童は、保護者の仕事や病

気などの理由で保育に欠ける児童です。また、保

育所の定員を超えて申込がある場合は、第２・第

３希望の保育所に変更していただく場合があります。 

　各保育所の詳しい内容については、入所申込の

際にお渡しする「平成２６年度保育所情報」をご覧

ください。 
 

※平成２６年５月以降に入所を希望される方、また

町外の保育所への入所を希望される方の受付も

行います。 

※保育所を変更される方の受付も行います。 

※はぎ保育園などの「認定こども園」に入園を希

望される方は、直接それぞれの園へ申し込んで

ください。 

※現在入所中で、引き続き入所希望の場合は、別途、

保育所を通じて継続入所の書類をお渡しします。 

お持ちいただくもの　ボールペン　印鑑 

問い合わせ先 

　学校教育課　子育て支援係（内線２５１） 

保育所入所申込受付 

受付日時 受付場所 受付地域 保育所名 定員 
（平成２５年度） 

５０人 

２００人 

９０人 

１３０人 

９０人 

６０人 

10月23日 
（水） 

9:30～11:00

10月23日 
（水） 

13:30～16:00

10月25日 
（金） 

13:30～15:00

10月22日 
（火） 

13:00～15:00

10月22日 
（火） 

10:00～12:00

10月22日 
（火） 

15:00～16:00

町内全域 

長目、中島、上中島、 
西光寺、八反田、 
吉田、西野野垣内 

西野、井ノ口、北野、 
辻川、田尻、大門、 
加治谷、亀坪 

南大貫、東大貫、 
西大貫、余田、 
小倉、庄、鍛治屋 

新町、馬田、出屋敷、 
駅前、神谷、西谷、 
西治、高橋 

山崎、福田 

田口、板坂、桜、 
長野 

町内全保育所 
町外保育所 

サルビア会館 
2F講義室 

（西田原１３９７ 
番地の１）　 
　２２-５８４８ 

文化センター 
（福田１７６番地 
の１）　　　 
　２２-３７５５ 

もちの木会館 
（八千種３３０ 
番地）　　 
　２２-１５６４ 

サルビア会館 
2F講義室 

（西田原１３９７番地の１） 
　２２-５８４８ 

姫学保育園 
（南田原２０６２番地） 
　　２２－５４８０ 

田原幼児園 
（西田原１２６３番地４） 
　　２２－１０３２ 

（仮称） 
八千種幼児園 
（八千種２９８番地１） 
　　２２－００２１ 

福崎幼児園 
（福崎新４４８番地３） 
　　２２－１０９１ 

高岡保育所 
（高岡１９５９番地４） 
　　２２－３１２５ 

サルビア保育園 
（山崎字清水６１７番地７） 
　　２２－１３１３ 

10月26日 
（土） 

8:30～11:30

平成２６年度保育所入所申込受付日時及び受付場所 

　個人で行った一般家屋の解体（リフォーム含む）
により発生した埋立ごみ（瓦・レンガ・ブロック片・
コンクリート片など）は、大貫不燃物中継基地で、
有料で受け入れています。 
受入日　金・土・日・月曜日（火～木曜は休みです。） 
受入時間　８：３０～１２：００　１３：００～１７：００ 
受入車両　軽自動車のみ 
料金　１台１，１００円 
受入手順 
　区長に「一般廃棄物処理（投棄）申請書」をもらっ
ていただき、直接投棄場に搬入してください。 
※業者の解体により発生したごみは産業廃棄物とな
りますので受け入れできません。解体業者か産業
廃棄物処理業者に処理を依頼してください。 

大貫不燃物中継基地を 
ご利用ください 

★埋立ごみ　○…持ち込み可 

10/10 
（木） 

休み ○ 休み 

11 
（金） 

○ 

14 
（月・祝） 

15 
（火） 

12 
（土）  
秋祭り 

休み 休み 

13 
（日）  
秋祭り 

（住民生活課） 

秋祭り前後の搬入のお知らせ 

　７月１日の更生保護の日、ＪＲ福崎駅、ライフ

福崎店前で「社会を明るくする運動」の街頭啓発

活動が行われました。神崎保護区福崎町保護司会

と神崎地区更生保護女性会のみなさんが、街頭で

運動に対する理解と協力を呼びかけました。 

　また、７月１１日には、市川町文化センターで「犯

罪や非行を防止し、

立ち直りを支える地

域のチカラ」をテー

マに、神崎郡住民大

会が開催されました。 

（健康福祉課） 

明るい社会をめざして 
保護司会と更生保護女性会の活動 

９ 



生活科学 
センター 
だより 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
 

ト
ラ
ブ
ル
 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

〔
相
談
〕 

　
１
年
前
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

購
入
し
た
が
、
当
初
か
ら
調
子
が

悪
く
何
回
か
修
理
を
し
た
。
最
近

は
使
用
中
に
画
面
が
フ
リ
ー
ズ
し

て
使
え
な
い
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い

だ
ろ
う
か
。 

（
２０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
取
り
込
ん
だ
ア
プ
リ
の
影
響
も

考
え
ら
れ
る
た
め
、
不
要
な
ア
プ

リ
や
使
用
し
て
状
態
が
悪
く
な
る

よ
う
な
ア
プ
リ
を
削
除
す
る
こ
と
、

点
検
に
出
し
て
い
な
い
よ
う
な
ら

出
す
よ
う
に
助
言
し
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
急
速
な
普

及
に
伴
い
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

関
す
る
相
談
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。 

　
「
契
約
前
の
説
明
と
実
際
の
請

求
金
額
が
違
う
」
と
い
っ
た
料
金

プ
ラ
ン
や
、
「
３
分
程
通
話
し
た

後
、
切
っ
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
長

時
間
通
話
が
切
れ
て
い
な
か
っ
た

ら
し
く
、
高
額
な
通
話
料
を
請
求

さ
れ
た
」
と
い
っ
た
機
器
自
体
の

機
能
・
使
用
方
法
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。 

 

モ
バ
イ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
語 

【
ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
】 

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
上
で
ソ

ー
シ
ャ
ル
ア
プ
リ
と
し
て
提
供
さ

れ
て
い
る
ゲ
ー
ム
の
総
称
。 

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
に
は
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
同

士
が
、
と
も
に
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る

と
い
う
特
色
が
あ
る
。 

【
Ｗ
ｉ
　
Ｆ
ｉ
】
ワ
イ
フ
ァ
イ 

　
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
無
線
通
話
を
利

用
し
て
デ
ー
タ
通
信
を
行
う
Ｌ
Ａ

Ｎ
シ
ス
テ
ム
）
製
品
の
普
及
促
進

を
図
る
業
界
団
体
に
よ
っ
て
、
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
器
間
で
相
互
に
接
続

で
き
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

を
示
す
ブ
ラ
ン
ド
名
の
こ
と
。
パ

ソ
コ
ン
以
外
に
、
携
帯
電
話
や
ポ

ー
タ
ブ
ル
機
、
家
庭
用
ゲ
ー
ム
機

に
も
搭
載
さ
れ
、
日
本
だ
け
で
な

く
世
界
中
と
簡
単
に
つ
な
が
る
サ

ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。 

【
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
】
パ
ケ
代 

　
携
帯
電
話
回
線
で
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
や
メ
ー
ル
な
ど
を
利
用
し
た
時

の
デ
ー
タ
通
信
に
か
か
る
料
金 

【
ブ
ロ
グ
】 

　
日
記
的
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

【
チ
ャ
ッ
ト
】 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
２

人
以
上
で
行
わ
れ
る
会
話 

【
Ｇ
Ｐ
Ｓ
】
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム 

　
地
球
上
の
現
在
位
置
を
特
定
す

る
た
め
の
衛
星
測
定
シ
ス
テ
ム
の

こ
と
。
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
現

在
で
は
携
帯
電
話
内
部
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ

チ
ッ
プ
で
衛
星
か
ら
取
得
し
た
デ

ー
タ
を
計
算
し
、
数
メ
ー
ト
ル
単

位
で
精
密
な
位
置
を
地
図
画
面
上

に
表
示
で
き
る
。
２
０
０
７
年
か

ら
緊
急
通
報
機
能
の
高
度
化
の
た

め
に
、
３
Ｇ
携
帯
電
話
に
は
搭
載

が
義
務
付
け
ら
れ
た
。 

 

＊
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
中
に
は
、
安
心
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
子
ど
も
や
高
齢
者
の
位
置
を
確

認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す

が
、
類
似
の
サ
ー
ビ
ス
を
悪
用
し
、

ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
相
手
に
言

葉
巧
み
に
携
帯
電
話
を
設
定
さ
せ
、

位
置
情
報
を
得
る
な
ど
の
被
害
事

例
も
あ
り
ま
す
。 

      

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

福崎警察署からのお知らせ ９月１１日は警察相談の日 

警察の相談ダイヤル「＃９１１０」をご利用ください 
　警察では、犯罪被害の未然防止についての相談等、県民の
安全と平穏に関する相談を常時受付しています。 
　緊急の事件や事故以外の相談は「１１０番」ではなく、県
警なんでも相談電話「＃９１１０」をご利用ください。 
（ご利用できない場合は直通　０７８－３６１－２１１０へ） 

高齢者のご家庭へのアンケート調査にご協力を！ 
　福崎警察署では、多発傾向にある高齢者の交
通事故を防止するため、高齢者のご家庭を訪問し、
アンケート調査を行っています。 
　このアンケートでは、高齢者の外出時間帯や
行き先など、交通事故防止に役立つ情報をお聞
きし、交通事故にあわないための効果的な指導や、
高齢者が参加しやすい交通安全教室の開催をめ
ざしています。ご協力をお願いします。 

１０ 



　
風
土
記
の
つ
く
ら
れ
た
少
し
前
、

日
本
で
は
大
化
の
改
新
と
い
う
、

政
権
を
倒
す
大
事
件
が
起
こ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
新
政
府
の
も
と

新
し
い
国
家
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、

目
ざ
ま
し
い
勢
い
で
発
展
を
と
げ

ま
し
た
。 

　
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
都
を
平
城

京
へ
と
移
す
大
き
な
で
き
ご
と
も

あ
り
ま
し
た
。
時
に
７
１
０
年
。

風
土
記
編
さ
ん
命
令
の
く
だ
る
３

年
前
の
こ
と
で
し
た
。 

　
ま
た
、
風
土
記
編
さ
ん
前
に
は
、

古
事
記
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
日
本
で
も
っ
と
も
古
い

歴
史
書
で
す
。
国
の
起
源
に
つ
い

て
ま
と
め
た
古
事
記
に
対
し
、
風

土
記
は
、
地
名
や
文
化
風
土
な
ど

地
域
の
特
色
を
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

　
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
成
立
時

期
は
、
風
土
記
の
編
さ
ん
命
令
が

く
だ
っ
て
か
ら
間
も
な
い
頃
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
明
石
郡
や
赤
穂
郡

な
ど
の
部
分
が
欠
落
し
た
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
が
、
町
域
を
含
む
神

前
郡
条
を
は
じ
め
１０
郡
に
つ
い
て

の
記
述
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
神
前
郡
条
に
は
、
郡
名
や
里
名

の
由
来
、
二
人
の
神
様
に
よ
る
ユ

ニ
ー
ク
な
が
ま
ん
く
ら
べ
の
話
、

天
日
桙
命
の
戦
い
や
、
異
俗
人
に

関
す
る
記
述
、
「
三
宅
」
と
い
う

氏
を
持
つ
人
の
存
在
な
ど
、
当
時

の
貴
重
な
よ
う
す
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

　風土記は、奈良時代につくられた国ごとの地誌です。今から１３００年前に、朝廷から国々へ、土地の

ようすや地名のいわれ、古老の伝える古い話などを書いて提出するような命令がくだりました。 

　風土記をみると、古代人の生活や古くから伝わる神話・伝説を知ることができます。 

　長い年月のなかで失われてしまったものも多くあり、当時の史料が現在に残っているということは、

とても貴重なことです。現存する風土記は５つ（出雲、常陸、播磨、豊後、肥前）あり、幸いなことに

私たちの住む‘播磨国’もその一つです。 

今年は風土記編さん１３００年 

いずも ひたち はりま ぶんご ひぜん 

当
時
の
日
本
は
・
・
・ 

播
磨
国
風
土
記
と 

神
前
郡
条 

風
土
記
に
登
場
す
る 

福
崎
の
地
名 

か
む
さ
き
ぐ
ん
じ
ょ
う 

　
古
代
の
神
前
郡
に
は
、
　
岡 

・
川
辺
・
高
岡
・
多
駝
・
蔭
山
・
的

部
の
６
つ
の
里
が
あ
っ
た
ん
だ

よ
。
私
た
ち
の
住
む
福
崎
町
域

は
、
高
岡
と
多
駝
に
、
神
前
山

や
奈
具
佐
山（
七
種
山
）、
八
千

軍
野
の
地
名
が
登
場
す
る
よ
。 

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
身
近
な

地
名
が
登
場
し
、
そ
の
名
前
の

由
来
が
風
土
記
を
読
む
と
わ
か

る
ん
だ
ね
。 

１１ 

小
比
古
尼
命 

大
汝
命

 

初鹿野 
は じ か の  

　岡里 
はにおかのさと 

～今、古代の読み解きがおもしろい～

風土記事件簿
～神様のがまんくらべ～



１２ 

『播磨国風土記』 
神前郡条に登場 
する里を…　　 

 

わたしたちが 
紹介するよ！ 

神前山は、建石敷命という神様がいらしゃ

るそうだよ。 

福崎町山崎にあるんだけど、播磨国風土記

には山使村という名前で出てくるんだ。 

川のほとりに人々が住んでいたから川辺里

っていうんだって。 

勢賀川は、品太天皇（応神天皇）が川岸の盆地

で狩りをして、猪や鹿をたくさんセメ出して

（追い込んで）捕えた場所だよ。 

砥川山は、砥石がよく採れるのでその名前が付

いたんだって。市川町浅野の山や、福崎町の日

光寺山系が砥川山の候補地にあげられているん

だ。 

ふ～ん。どこにあるの？ 

たけいわしきのみこと 

やまつかいのむら 

そうなんだ～。播磨国風土記には、この里の

他にも勢賀川と砥川山が出てくるけど…？ 
せかがわ とかわやま 

ひやっ！大きな石！？ 

神前山（山崎） 

七種川から見た高岡地域 

神前山の巨石 

市川町浅野の山 

この石は、建石敷命の依代と伝わっている

石だよ。依代は、神様が宿ったり、出現す

るときに必要と考えられるものなんだ。 

高岡里の由来は「この里に高い岡があった

ため」なんだって。 

神前山以外に奈具佐山が登場するんだけ

ど、この山は現在の田口にある七種山と考

えられているよ。 

よりしろ 

な ぐ さ や ま 

福崎町の日光寺山系 

七種山（田口） 

フ
ク
ち
ゃ
ん 

サ
キ
ち
ゃ
ん 

ほむだのすめらみこと 

いにしえの神前郡条散策マップ 
フクちゃん サキちゃんのいにしえ探訪 

①
高
岡
里 

た
か
お
か
の
さ
と 

②
川
辺
里 

か
わ
の
べ
の
さ
と 



１３ 

多駝里は、阿我乃古という人物が、品太天皇

（応神天皇）に土地を「タダニ（素直に）ねだ

った」ことから名前が付いたんだ。姫路市山

田町の多田と伝わっているよ。 

八千軍野という地名が登場するよ。これ

は、天日桙命が八千人の軍を率いていた

からと書かれているよ。福崎町には八千

種という地名が残っているね。 

春日山から見た八千種地区 

風土記イラスト～八千軍野～ 
作成：福崎町図書館応援隊紙芝居グループ 

あ　が　の　こ 

や ち く さ の 

あめのひぼこのみこと 

高野神社（香寺町田野） 石坐神山（香寺町須加院） 

日吉神社前（神河町比延） 

的部里は、「いくはべのさと」って読む

んだよ。現在の姫路市香寺町一帯だと考

えられているよ。的部は、的を造る職人

さんのこと。たくさん住んでいたのか

な？ 

それと、香寺町須加院には石坐神山とい

う山があるけれど、豊穂命神という神様

がいらっしゃることから名前が付いたん

だって。 

いわくらのかむやま 

とよほのみことのかみ 

出典　歴史民俗資料館平成24年度特別展図録 
「播磨国風土記～いにしえの福崎地名探訪～」 

大汝命と小比古尼命のお話でしょ？ 

埴という赤土の粘土を背負った小比古尼命が、がまんしき

れなくなって投げちゃった。それで付いた地名だって聞い

たよ。 

よく知っているね。ちなみに、神河町比延の日吉神社に祀

られている岩は、投げた粘土が姿を変えたものだといわれ

ているんだ。 

蔭山里の名前は、品太天皇（応神天皇）が御蔭＝髪飾りを山

に落としたことから付いたとされる地名なんだよ。案外、

簡単だね！ 

おおなむちのみこと すくなひこねのみこと 

① 

④ 

③ 

② 

⑤ 

⑥ 

　岡里の地名は、二人の神

様による、がまんくらべの

物語から生まれたんだ。 

③
多
駝
里 

た

だ

の

さ

と 

④的部里 
いくはべのさと 

⑥蔭山里 
かげやまのさと 

⑤　岡里 
はにおかのさと 



　
和
銅
６
年
（
７
１
３
）
の
勅
に

よ
っ
て
編
さ
ん
さ
れ
た
風
土
記
。

そ
の
現
物
は
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。

で
は
、
な
ぜ
現
在
に
生
き
る
私
た

ち
は
、
風
土
記
の
本
文
を
読
む
こ

と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

こ
に
は
、
風
土
記
を
後
世
に
伝
え

よ
う
と
し
た
人
々
の
存
在
が
あ
り

ま
す
。
印
刷
技
術
も
、
コ
ピ
ー
機

も
無
い
時
代
。
人
々
が
書
物
を
手

に
入
れ
る
た
め
に
は
、
書
物
を
〈
書

写
〉
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

人
々
は
筆
を
用
い
て
１
文
字
ず
つ

本
の
内
容
を
写
し
取
っ
て
い
た
の

で
す
。 

　
現
存
す
る
最
古
の
『
播
磨
国
風

土
記
』
の
写
本（
三
条
西
家
本
）は
、

平
安
時
代
末
期
に
書
写
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
写
本

は
三
条
西
家
に
秘
蔵
さ
れ
、
そ
の

存
在
は
長
ら
く
忘
れ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。 

　
こ
の
写
本
が
再
び
人
の
目
に
留

ま
っ
た
の
は
、
は
る
か
時
代
が
下

っ
た
江
戸
時
代
の
こ
と
で
す
。
元

禄
１６
年
（
１
７
０
３
）
、
加
賀
藩

主
前
田
綱
紀
に
よ
り
、
三
条
西
家

が
所
蔵
す
る
古
典
籍
に
つ
い
て
、

大
々
的
な
整
理
・
補
修
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
際
見
い
だ
さ
れ
た
『
播
磨

国
風
土
記
』
は
、
裏
打
ち
等
の
補

修
を
施
さ
れ
、
写
本
も
作
成
さ
れ

ま
す
。
前
田
綱
紀
は
こ
の
こ
と
を

大
々
的
に
喧
伝
し
な
か
っ
た
た
め
、

『
播
磨
国
風
土
記
』
の
存
在
が
広

く
知
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
前
田
綱
紀
が

『
播
磨
国
風
土
記
』
を
見
い
だ
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
書
は
、
三

条
西
家
の
重
宝
と
し
て
扱
わ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
消
失
を
免
れ
た
の

で
す
。 

　
や
が
て
年
月
は
流
れ
、
江
戸
時

代
末
期
の
寛
政
８
年（
１
７
９
６
）

に
、
多
く
の
古
典
籍
を
書
写
し
て

い
た
柳
原
紀
光
に
よ
り
、
三
条
西

家
本
『
播
磨
国
風
土
記
』
が
書
写

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
嘉
永
５
年（
１

８
５
２
）に
も
国
学
者
谷
森
善
臣

が
同
書
を
書
写
し
ま
し
た
。
こ
の

と
き
、
谷
森
善
臣
は
三
条
西
家
に

書
写
を
許
し
て
も
ら
う
た
め
、
６

年
も
の
間
、
同
家
に
書
写
の
許
可

を
願
い
出
て
い
た
と
い
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
知
識
人
・
文
化
人
の

尽
力
に
よ
っ
て
、
現
在
私
た
ち
は
、

『
播
磨
国
風
土
記
』
の
世
界
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

（
井
上
　
舞
） 

　
井
上
通
泰
は
、
播
磨
出
身
者
の

視
点
を
活
か
し
た
２
つ
の
方
法
を

用
い
て
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
を

読
み
解
き
ま
し
た
。 

　
１
つ
目
の
方
法
は
、
地
誌
類
を

読
ん
で
調
べ
る
こ
と
で
す
。 

　
そ
し
て
、
２
つ
目
の
方
法
は
、

播
磨
の
地
理
に
詳
し
い
人
に
話
を

聞
く
こ
と
で
す
。 

　
多
く
の
人
々
が
、
通
泰
に
地
誌

類
を
寄
贈
し
た
り
、
播
磨
の
地
理

的
な
知
識
を
教
え
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
通
泰
は
『
播
磨
国
風
土

記
』
に
出
て
く
る
地
名
が
ど
こ
で

あ
る
の
か
を
、
考
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。 

　
８
月
３
〜
４
日
の
２
日
間
に

わ
た
る
山
桃
忌
の
初
日
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
奈

良
大
の
上
野
誠
先
生
や
嶋
田
正

義
町
長
と
と
も
に
播
磨
国
風
土

記
の
研
究
の
こ
と
や
福
崎
町
内

の
地
名
に
つ
い
て
議
論
で
き
、

と
て
も
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。 

　
こ
れ
を
機
会
に
し
て
、
さ
ら

な
る
研
究
を
す
す
め
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。（
坂
江
　
渉
） 

風
土
記
が
現
代
に
伝
わ
る
ま
で 
風
土
記
が
現
代
に
伝
わ
る
ま
で 

井
上
通
泰 

風
土
記
研
究
に
取
り
組
む 

風
土
記
特
集
号 

発
行
　
平
成
２５
年
９
月
５
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

　
・
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
１
０
０
０ 

２２ ２２ ２２ 

〜
第
３４
回
山
桃
忌
を
終
え
て
〜 

　井上通泰は眼科医を
しながら、医学、歌学、
史学の研究をしました。 
　その中で長い年月を
費やしたのは、歌学の
研究です。この業績が
認められ、通泰は宮中
で歌に関わる職務に任
ぜられました。 

【井上通泰】 

　『播磨国風土記』の研究を 

はじめる２年前に、関東大震災に 

あって、今まで集めた本を焼失し 

てしまったんだ。 

　だから、みなさんから地誌類を 

寄贈してもらったのだよ。 

　弟の松岡静雄も『播磨国風 
土記』を研究して、本を出版 
したんだ。 
　私は自分の原稿を書き終えて 
から、初めて静雄の本を 
読んだんだよ。 

　私に『播磨国風土記』の研究を 
勧めたのは弟の柳田國男なんだ！ 
　私が文学・歴史を学んでいるうえ 
に、播磨出身で地理もわかるから、 
ぜひ『播磨国風土記』を研究 
したらいいと、國男が言って 
くれたんだよ。 

１４ 

み
こ
と
の
り 

け
ん
で
ん 


